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フォルトネット Facebook ：https://www.facebook.com/fnet5816/ 

 

 

 

 

 

＜フォルトネットとは＞ 

－お茶を飲みながらおしゃべりしたり、好きなことを自由にやってみよう－ 

ひきこもりや、不登校などの悩みを抱えている親御さんを 

対象とした、「家族会」を開いたり、ひきこもりや不登校の 

当事者の居場所となるようにとオープンスペース「ねころんだ」を 

開設・運営したりと、様々な活動をしています。 

 

団体の運営は、当事者や体験者の家族が中心となって 

行っています。 

 

「フォルトネット」という名前は、イタリア語で“幸運”を意味する 

『フォルトゥナ(Fortuna)』から <フォルト>を、つながりを表す 

『ネットワーク』から<ネット>を結び付けた造語です。 

 

何か決まったことをしなきゃいけない、ということではなく、何でも 

好きにしようよ、やってみようよ、という団体です。 

自由におしゃべりして、お菓子を食べたりのんびりしたり、そんな 

”居場所”を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ねころんだ通信」やチラシなど 

すべて、分じろう１階ラウンジで見ることができます 

 

https://www.facebook.com/fnet5816/


 

 

＜いつ、どこで、どのような活動をしていますか？＞ 

－「ねころんだ」は毎週火・木曜日の午後1時～4時まで開いています－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左) お茶にしようじゃねえ会の年間予定表、 

(右)家族の傾聴会の年間予定表 

分じろう/十じろう HP にも掲載しています 

【オープンスペース ねころんだ】※予約不要※ 

日時：毎週火・木曜日、13:00～16:00 

場所：ねころんだ(十日町市昭和町１) 

 

【お茶にしようじゃねえ会】   ※予約不要※ 

日時：毎月第１土曜日、13:30～ 

    ※2021 年度は２月のみお休みです 

場所：分じろう 

 

【家族の傾聴会】        ※予約不要※ 

日時：毎月第４木曜日、19:00～ 

    ※2021 年度の８月は第３木曜、 

９月は第５木曜開催です 

場所：分じろう 

 

ほか、不定期で「ねころんだ展」を十じろうのギャラリーで 

開催したり、とおかまち市民活動見本市「めっかめっか」や、 

「こどもまつり」などの市内イベントに参加したりしています。 

 

＜昨今の新型コロナウイルス感染症禍において、貴団体へどのような影響がありましたか？＞ 

－活動の場が減ってしまっています－ 

イベントが減ってしまい参加できず、活動の場自体が 

減っています。 

 

また、様々な不安や理由から、オープンスペース 

「ねころんだ」に来ることが難しくなってしまった人も 

います。 

 

活動中は密にならないように心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねころんだのかわいいマスコット犬「あさひ」君 

オープンスペース「ねころんだ」に集まる人たちに囲まれて 

寛いでいます 

 

http://bunjirou-10jirou.com/
https://www.hitosapo.info/event/#mekka
https://www.hitosapo.info/event/#kodomo


 

 

 

 

＜貴団体では新型コロナウイルス感染症についてどのような対策を実施／予定していますか？＞ 

－消毒などの感染予防の他、見守り活動を続けています－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ねころんだ Life」 

表紙のかわいい肉球マークの数は、発行巻数と 

なっていて、どんどん増えていく予定です 

 

昨年ひとサポさんの「新型コロナウイルス感染症予防対策応援補助金」

の助成で消毒液などを購入し、オープンスペース「ねころんだ」やイベント 

参加時に配置しました。 

また、「ねころんだ」のトイレに飛沫防止対策を行いました。 

 

個別の対応としては、外に出ることが難しい人たちには不定期ですが 

メールを送ることで、”見守る”活動を続けました。 

また、その見守りの一環として、広報誌「ねころんだ Life」を発行しました。 

こういった冊子を「発行するよ」と、実際に声掛けをすると、具体的な締切

が見えることなどから、やる気になってくれる人も多いのです。 

今後も広報誌として、コロナ禍でなくても継続して作っていきたいと考えて

います。 

初版は「とおかまち市民活動助成金」を利用して発行しました。 

 

※「ねころんだ Life」は分じろう・十じろうにて発売中です。 

 

＜今後の活動について展望をお聞かせください＞ 

－「あしあと」の第２弾を作りたい－ 

「あしあと」の第２弾をぜひ作りたいですね。 

 

2019 年に発行した第１弾の「あしあと」(全 220 ページ)

については、引き続き販売中ですが、最近は電子書籍化

のお話もいただいています。 

とてもありがたいお話なのですが、電子書籍化することでの

メリット・デメリットや、リスクなどを慎重に検討したいと思い 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あしあと～ひきこもり発 地域社会行き～」 

こちらも分じろう・十じろうにて販売中です 

 

 

 

 

https://www.hitosapo.info/
https://www.hitosapo.info/subsidy/main.php


 

 

 

 

＜次回開催のこどもまつりについて、何か要望やご意見等ありましたら教えてください＞ 

－開催できること自体がとても嬉しい－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもまつりでのようす(2018 年) 

例年、パンなどの食べやすい軽食から、雑貨など 

手に取りやすいものを販売しています 

これといって要望はありませんが、今後もずっと開催して 

ほしいと思います。 

 

2020 年は開催することができず、とても残念でしたし、 

毎年開催できることが当たり前ではないのだと実感しました。 

参加することにまず意義があると思っていますので、開催 

できること自体がとても嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

＜フォルトネットからのメッセージ＞ 

－“こどもまつり“のようなイベントに、ぜひ子どもと一緒に来てください－ 

こどもまつりにぜひ、お子さんと一緒に来てみてください。 

手作り感や温かみをぜひ感じてほしいです。 

お金を使うばかりが遊びではなく、頭や体を沢山使って遊ぶ

ことの楽しさをぜひ、感じてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                取材日：2021 年６月 17 日 


